
.

歩

社

こ
と
は
な
い
。
遥
か
東
の
果
の
大
阿
殊
を
背
衆
に
し

九
、
森
の
都
の
全
謬
、
ど
ぅ
し
て
も
こ
の
日
で
九

し
か
め
え
い
と
い
う
思
い
に
か
ら
れ
ろ
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
山
は
、
私
を
ひ
き
つ
け
る
も
う
一
つ

の
力
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
山
頂
か
能
本

ン
ド
結
盟
の
地
と
い
う
歴
史
に
飾
ら
れ
て
い
る
か

.
＼ら

で
あ
る
。

山
に
登
る

熊
本
駅
に
近
い
こ
の
山
に
は
、
ド
ラ
イ
ブ
・
ウ
ェ
イ

が
で
き
て
い
る
。
駅
か
ら
、
も
の
の
.
一
十
分
勧
で
、
山

頂
近
く
旧
吠
節
墓
地
か
あ
る
旧
小
令
{
女
岡
R
・
元
、

時

綴
台
司
令
官
少
将
種
田
政
明
の
繋
、
介
む
、
祁
風

連
の
乱
(
明
治
九
・
-
 
0
 
・
一
四
)
に
死
ん
だ
、

い

わ
ゆ
ろ
官
軍
戦
死
者
の
墓
も
あ
る
参
ろ
人
も
少
い

の
か
、
荒
廃
の
臂
が
深
い
 
C
こ
に
は
、
異
色
を

放
つ
科
が
、
も
う
一
つ
ぁ
る
。
そ
れ
は
、
寛
永
三

年
三
月
円
Π
、
花
岡
山
禅
定
堕
、
切
支
業
令

の
雛
と
な
っ
た
加
賀
山
マ
リ
ャ
の
殉
教
悪
碑
で

あ
ろ
。
上
刃
赫
Ⅱ
忠
利
の
切
な
る
説
劉
を
し
り
そ
け

て
散
っ
て
い
っ
九
マ
リ
ャ
の
物
需
、
聞
く
老
の
狭

を
そ
そ
る
。
花
岡
山
は
、
ま
た
、
西
菊
職
争
に
際
し

て
、
疏
軍
か
砲
陣
是
し
い
て
、
熊
本
城
を
猛
牙
し
北

と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
そ
の
人
九
ち
も
、
多
く
は
、
西

郷
に
殉
じ
六
で
あ
ろ
う
こ
と
兆
鳧
、
フ
と
胸
せ
宕

散

山

同

史

花
岡
山

熊
本
は
、
森
の
都
と
い
わ
れ
て
い
る
。
戦
災
を
う

け
て
い
ろ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
熊
本
城
に
登
,
て
み

る
と
、
森
の
都
の
一
影
は
失
な
わ
れ
て
い
な
い
。
花

岡
山
は
、
そ
の
熊
本
の
西
南
に
聳
え
る
、
海
抜
一
.
ニ

三
米
の
山
で
あ
る
。
春
は
山
桜
に
、
秋
は
紅
葉
に
彩

ら
ー
た
.
粒
は
見
る
人
の
心
を
奪
う

私
は
熊
本
を
勧
れ
る
皮
に
、
こ
の
山
に
登
ら
な
い

岡

三

歴

花

喬1辻

思
い
が
す
る
。

山
頂

や
が
て
、
山
瑛
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
貞
い
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
、
ハ
ゴ
様
式
の
仏
舎
刷
が
、
い
き

な
り
日
こ
入
る
印
皮
政
付
力
ら
賠
ら
れ
た
ι
包
和

と
、
太
平
郡
戦
没
将
士
の
霊
か
托
ら
れ
て
い
る
と
の

こ
と
熊
本
人
が
仏
舎
利
蟠
の
花
岡
山
と
呼
ん
で
い

る
利
、
そ
れ
は
、
山
頂
全
域
に
倚
一
谷
壽
っ
て
い
る
。

そ
の
う
し
ろ
、
ま
ぱ
ら
に
木
の
あ
る
草
地
に
、
一

闇

位
の
満
き
の
角
材
に
、
「
熊
本
バ
ン
ド
記
瓢
穩

の
地
」
の
文
字
盆
仙
ま
れ
る
。
近
代
口
恋
想
史
上
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
上
、
忘
れ
ろ
こ
と
の
で
き
な
い

歴
史
鼎
実
の
黒
と
し
て
は
、
余
り
に
も
叙
し
い

そ
れ
で
あ
る
。
実
は
、
加
藤
消
正
が
、
熊
本
城
築
城

の
時
、
時
亥
を
矢
ら
せ
る
九
め
に
松
の
杖
に
針
を

か
け
て
鳴
ら
し
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
鈴
払
松
の
ー

正
し
く
は
、
そ
の
地
際
の
で
あ
る
が
、
今

、
、
、
、

ナは
、
そ
の
^
も
な
く
、
^
^
も
^
ノ
し
Ⅶ
^
つ
て
い
る
。

奉
教
趣
意
婁

明
治
初
年
、
疏
長
に
立
ち
遅
れ
六
熊
本
藩
は
、
そ

の
挽
回
急
図
し
て
、
熊
本
洋
学
校
走
登
、
教
師

と
し
て
、
南
北
戦
条
の
勇
士
、
キ
十
ツ
フ
テ
ン
・
ジ
ェ

ー
ン
ズ
~
、
米
国
か
ら
迎
え
た
。
彼
は
、
明
治
四
牙

八
打
一
王
日
、
署
任
し
九
。
彼
は
、
溢
れ
る
ぱ
か
り

^
●1:.、

郎
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の
消
教
徒
的
張
と
熱
估
と
を
以
て
、
青
年
の
教

育
に
当
っ
九
。
や
か
て
、
青
年
九
ち
は
彼
の
敬
虔
な

態
度
に
う
た
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
に
心
を
ゆ
だ
ね
る
に

系
っ
た
。
明
治
九
年
一
月
三
0
日
(
日
曜
日
)
阜
朝
、

閥
年
た
ち
は
、
途
中
、
幾
細
か
に
分
か
れ
て
、
花
岡

山
頂
に
集
合
し
た
。
冬
の
出
の
こ
と
な
の
で
、

南

国
と
は
い
っ
て
も
、
寒
気
・
湯
{
と
し
て
肌
を
さ
し

た
。
一
同
は
平
地
に
坐
し
て
、
天
拝
会
、
す
な
わ
ち

祈
僻
会
嗣
い
た
。
司
会
は
金
蠢
竿
、
最
初
、

ン
エ
ー
ン
ズ
に
教
え
ら
れ
力
器
懇
美
歌
を
歌
い
、

次
い
で
、
横
井
時
雄
が
、
英
語
聖
だ
よ
二
L
、
ヨ

ノ
ネ
に
ょ
る
福
音
女
夘
十
翠
を
朗
読
し
九
。
そ
れ
か

ら
古
荘
劉
力
将
t
て
い
た
誓
梨
旦
じ
あ
る

「
夫
・
教
趨
醜
ど
を
朗
読
し
北
。
要
す
る
に
、
「
西

教
を
仁
じ
て
「
人
民
ノ
蒙
眛
ヲ
開
キ
」
「
報
国
」
の

^
を
あ
.
け
よ
、
つ
と
^
、
つ
^
一
じ
十
め
る
0
 
^
^
、
^
、
キ
リ

ス
ト
教
に
ょ
る
新
日
木
建
設
の
決
恵
の
竺
西
な
の
で

あ
る
そ
の
あ
と
.
二
十
五
名
の
署
名
が
あ
る
が
、
こ

^
^
^
は
、
^
「
、
^
^
^
^
^
^
と
^
つ
^
L
^
る
。

こ
の
会
合
に
し
ろ
、
こ
の
文
章
に
し
ろ
、
近
代
U

本
の
黎
明
期
と
は
い
ぇ
、
未
だ
に
、
腰
に
両
刀
を
、
さ

し
北
、
丁
指
の
武
士
が
横
行
し
て
い
た
熊
本
の
地
に
、

弓
笑
に
行
な
わ
れ
、
読
ま
れ
北
り
し
九
と
、
う
こ
と

は
、
考
え
六
だ
け
で
も
、
余
り
の
新
し
さ
に
、
<
1
、

励
り
^
力
っ
^
、
^
^
リ
^
^
小
^
^
^
L
伺
U
る
よ
う
^
、

脂
の
と
き
め
き
耶
喘
^
え
る

き
て
、
こ
の
.
十
五
名
う
ち
、
後
、
更
に
詞
志

社
に
入
学
し
力
客
は
、
突
じ
十
七
剰
の
多
き
に
の
ぽ

る
の
で
づ
る
す
な
わ
ち
一
,
"
"
経
削
、
岡
田
松
F
、

才
破
川
次
良
、
蔵
原
机
郭
、
金
森
通
兪
、
辻
坐
閤

(
後
葬
水
)
、
佑
山
男
、
海
老
瓢
豈
影
雛
)
、

1
村
孝
太
創
加
燦
男
訊
郎
、
ヒ
原
方
立
、
鹿
畠
h

弌
郎
丞
◆
、
森
田
久
刀
人
、
伊
勢
跡
(
横
井
)
、

喬
和
民
、
市
邪
宏
、
松
器
吾
と
い
っ
た
人
々

で
あ
る
。
、
し
の
中
で
、
同
森
社
長
(
総
長
)
な
ら

び
に
^
長
を
鄭
ね
九
人
は
、

横
井

、

下
村
、
海
老
名

の
三
人
、
椴
長
を
効
め
六
人
は
金
森
、
社
長
代
卸
の

職
に
あ
っ
た
人
は
市
原
、
教
只
と
し
て
祠
志
社
に
勤

務
し
た
者
は
、
宮
川
、
森
田
、
浮
田
、
Ⅷ
陳
ら
で
あ

つ
九
新
晃
4
残
後
、
危
機
の
黒
朴
を
行
負
っ

て
村
長
兼
校
長
と
な
っ
九
小
崎
払
道
も
、
 
b
、
羽
"
こ
は

加
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
汗
学
校
で
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
熱

愉
を
、
つ
け
た
一
人
で
あ
っ
九
こ
れ
を
門
^
九
だ
け
で

も
単
仰
川
の
凶
'
社
は
、
能
木
バ
ン
ド
川
身
の
人

々
の
協
力
に
ょ
「
て
、
窕
履
し
九
と
い
っ
て
も
過
.
'

で
は
"
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
滴
老
名
、

喬
、
詳
、
森
は
近
代
県
の
ジ
十
ー
ナ
リ
ズ

ム
^
^
^
^
与
し
た
^
・
^
鮎
と
^
に
、
日
^
円
^
^
^
^

巡
展
の
た
め
に
、
顕
著
な
業
越
ぜ
残
し
、
宿
.
"
、

一
川

、
ー

老
名
小
崎
は
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
公
の
碓
立
に
絶

久
の
力
"
孤
を
尓
し
、
蔵
原
、
横
井
、
<
繰
、
市
原

は
政
界
財
界
に
下
村
、
森
田
は
、
 
y
界
こ
貢

献
し
た
。
粍
日
本
に
、
前
向
き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
゛
W

供
給
し
北
、
こ
れ
程
の
集
団
は
数
少
な
い
。

近
代
思
想
史
の
上
で

過
日
「
慰
の
矛
学
」
力
明
冷
仞
ヰ
の
熊
本

を
、
熊
本
在
化
の
グ
ル
ー
フ
の
手
で
と
り
あ
げ
た
(
引

用
文
献
の
示
し
て
な
い
よ
う
な
親
な
論
文
も
あ
る

が
)
。
そ
れ
は
、
早
く
、
木
下
順
.
一
氏
が
戯
仙
「
風

浪
」
で
描
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
我
々
傘
心
社
大
学

人
文
羽
研
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
台
も
ま
た

「
丸
オ
ハ
ン
ド
研
究
助
」
を
組
織
し
、
究
明
を
北
け

て
き
九
と
こ
ろ
で
す
で
に
句
究
錦
一
米
を
昭
聖

フ
"
二
児
に
川
に
Ⅲ
う
た
い
ず
オ
こ
せ
よ
、
能
"
人

ン
ド
は
近
代
H
入
の
盆
架
雅
f
の
桑
一

ハ'
ー
を
ガ
つ
て
'
凶
H
^
の
、
削
^
を
^
、
9
と
、
う
^
き

な
孜
割
を
栄
し
た
の
で
あ
っ

0

九

花
岡
山
は
、
以
上
の
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
歴
史

の
あ
と
を
一
山
に
器
て
、

熊
本
、

ひ
い
て
は
日
本

の
成
長
に
科
な
う
祈
り
と
苦
し
み
と
を
、
楽
中
勺

に
殴
砂
し
し
は
、
今
も
な
お
、
心
ゐ
る
人
を
ひ
き
つ

け
て
い
一
ハ
の
で
あ
る
。

(
闘
杖
乳
餉
、
瓜
逃

ノ」、
崎
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